
 

 

  平成２３年度研修講座ＤＶＤライブラリー 

                                                          長野県生涯学習推進センター 

お問い合わせ先：0263-53-8822  

shogaigakushu@pref.nagano.lg.jp 

         

 （講座名）・演題・講師名 おすすめポイント（収録時間）  

（はじめの一歩）  

なぜ無縁社会は出現したのか  

吉田博彦 NPO 教育支援協会代表理事  

東日本大震災後の今、幸せな社会をつくるための社会

教育を語る姿勢に、ぐいぐい引き込まれます。 

                      （109 分）

（大好き！公民館）  

寄っといで！公民館は駄菓子屋空間  

松田道雄 東北芸術工科大学教授  

「私は世の中のために何ができるだろうか」の問いに答

えるのは社会教育の役目、と情熱を込めて語られます。

（119 分）

（地域と共に育つ子どもと若者） 

子どもの育ちにとっての体験の重要性  

明石要一 千葉大学教授  

子どもの体験の機会を増やして、子どもの「生きる力」

を取り戻す－「人間関係能力」を養おうというお話は説

得力十分です。（一部中断があります）      （96 分）

（つながりで紡ぐ我がふるさと） 

シンポジウムのまとめと講義  

白戸 洋 松本大学教授  

個人の悩みを地域みんなの共通課題にする過程で学

習がある、困っている点にこそ生かすべき何かがある、

など地域課題に取り組むヒントが満載です。 （63 分）

（地域と学校の共育ち） 

子縁がとりもつ人つなぎ  

岸 裕司   習志野市秋津ｺﾐｭﾆﾃｨ顧問  

 

学校と地域双方のメリットを生かしたつながり（融

合）が人を結びつけ、関係を長く発展させるとのお話は、

今の学校や地域に一番必要なことだと気づかせてくれ

ます。                                   （123 分）

（これからの図書館の役割とは？） 

地域を変えていく図書館の力  

常世田 良 日本図書館協会理事  

自ら考え判断を下すための正確で豊富な情報を提供

できるのが図書館であるとのお話に、さまざまな可能性

を考えることができました。          （119 分）
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（生涯学習推進者実践講座） 

シンポジウム「何から始めるか、地域づくりの

はじめの一歩」 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ   三澤育子  Vif 穂高副理事長  

山﨑 肇  本郷鶏肉社長  

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  白戸 洋  松本大学教授  

地域にある資源をどうやって見つけ、どのように活用

するかについて、シンポジストの実践は、地域づくりに

関わる人の道しるべとなります。  

 

 

（125 分）

  

  

（｢昔話の心｣と子どもの育ち）  

昔話は残酷か  

小澤俊夫 筑波大学名誉教授  

子どもには、語り手の心音が聞こえる近さで話すのが

大切とのお話、とても心に残ります。語りのお二人の実

演にも引き込まれます。            （118 分）

（｢昔話の心｣と子どもの育ち）  

昔話が語る子どもの育ち  

小澤俊夫 筑波大学名誉教授  

子どもは気に入ったお話を繰り返し聞きたがるとの

言葉に思わず相槌。西洋と日本の昔話の違いにも気づか

されます。                  （168 分）

（「不登校」を通して見つめる子どもの心根）

不登校を通して見つめる子どもの心根  

小木曽計男  飯田女子短期大学兼任講師

不登校の子どもたちを、どう理解し、関わり、支え 

ていくか、実例をもとにしたお話に、今私たちにでき  

ることは何かを気づかされます。      （133 分）
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（保護者になるための「子育て相互支援」）

ニュージーランドとカナダに学ぶ  

久保田 力 相模女子大学教授  

 

子どもにとっての幸せ、子どもの望む支援は何か、に

目を向け、親のすべきことの代行ではない、親も育ち、

子どもも育つ子育て支援の大切さを投げかけています。

（130 分）

（「いのち」）  

仏法の心といのちの方向づけ  

青山俊董 無量寺東堂  

いのちや生きる意味についてあらためて気づかされ、

いのちの尊さを実感できるお話です。 

（114 分）
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（きらめきながら生きるために）  

心の障壁を越えて  

～レッツ！バリアオーバー～  

堀越喜晴 明治大学・立教大学兼任講師

壁をないものにしていく「バリアフリー」に対し、壁

はあってしかるべきもので、それを越えていこうという

講師の造語「バリアオーバー」理論の展開は納得です。

（113 分）



                 

                        
 

貸出申込・返却確認カード

長野県生涯学習推進センター所長　　様 平成　　年　　月　　日

住　所

氏
し

　名
めい

（団体名）

電話番号

ＦＡＸ番号

Ｅ－ｍａｉｌ

次のとおり使用するため、貸出を許可してください。

使用目的

申込者からの連絡事項

使用実績　 利用回数 視聴者数

損傷状況

★　おねがい

※　貸出申込は、本用紙に記入し直接お出しになるか、またはＦＡＸか電子メールでお申し
　　込みください。

は記入しないでください。

受領者印 返　　　却　　　日

平成　　年　　月　　日

長野県生涯学習推進センター
　〒３９９－０７１１　長野県塩尻市大字片丘字南唐沢6342-4
　ＴＥＬ　0263－53－8822　ＦＡＸ　0263－53－8825
　Ｅ－ｍａｉｌ　shogaigakushu@pref.nagano.lg.jp

５　貸出は無料ですが、往復の送料は利用者の負担です。

１　操作を確実に行い、ディスクやビデオテープ等を損傷しないよう慎重に扱ってください。

２　貸出本数（冊数）は、１回あたり３本（冊）以内です。

３　貸出期間は、配送期間を含めて１０日間です。返送が遅れる場合は必ず連絡してください。

４　返却時に、使用状況（利用回数、視聴人数）やディスクやテープなどの損傷状況をお知らせください。

６　個人で貸出を希望される方は、ご本人の住所を確認できるもの（運転免許証、健康保険証等）を提示ください。

許　可　印 返　却　期　限

平成　　年　　月　　日（　　）まで

希望貸出期間：　　　　月　　　日（　　）～　　　月　　　日（　　）

回 人

なし・あり（具体的に右へ記入）

ＣＤ・ビデオ・ＤＶＤ・書籍

連絡先

ＣＤ・ビデオ・ＤＶＤ・書籍

ＣＤ・ビデオ・ＤＶＤ・書籍

種別（○印を） タイトル（書籍名）

使用レポート

（　　　　）　　　－

（様式第1号）

〒

（　　　　）　　　－

 


